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2022年度 学校法人 三幸学園 仙台こども専門学校 

 自己評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 津脇 俊 

 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョ

ンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」を育成する人

物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

① 前年度重点施策振り返り 

・学習障害や発達障害のある学生への支援と対応について 

生徒へのカウンセリングの促しは継続的に行った。教員とカウンセラーとの連携を強め、より適切な対策を模索した

ことにより個々人に適した授業展開が出来た。 

 

・卒業後の状況確認について 

卒業後のサポートの一環として就職先と卒業生への状況確認を行った。相談相手がわからず悩んでいる卒業生も

いた為、相談しやすい環境や仕組みづくりをし、サポート体制を整えていきたい。 

 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・理念や目標の設定、周知までは適切であるが、その浸透度合いについては伸びしろがある。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 
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② 今後の改善方策 

・引き続き、重ねて理念に触れ、どのような状態を目標とするのか具体的に考える機会を設ける。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（２）学校運営 

① 課題 

・コロナ禍も重なり、学園独自の学習システム(SankoGate)を例年以上に活用してきたが、今後コロナが落ち着いて

くると使用頻度が下がることが予想される。学生にとって便利になり、効率化された部分については継続していく必

要がある。 

・システムについてまだまだ使いこなせていない部分も多くあり伸びしろあると感じている。 

 

② 今後の改善方策 

・システムについての知識を教職員が学び続けること。業務の取捨選択をしっかりと行うこと。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（３）教育活動 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 
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① 課題 

・単位制になり、再履修者や履修科目を選択する生徒が増えた為、その適切な管理が求められる。 

 

② 今後の改善方策 

・履修管理表を作成し、全体周知する 

・生徒への伝達方法の一本化(SankoGate) 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（４）学修成果 

① 課題 

・保育分野外へ就職希望の生徒への就職斡旋やフォローが出来なかった。 

・ボランティア活動への促しや参加はできているが、評価までの実施は出来ていない。 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
４ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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・目標喪失や人間関係で退学する生徒が多かった。 

 

② 今後の改善方策 

・就職活動における面接対策や就職斡旋については姉妹校と連携して行うとともに、各種説明会の案内の強

化を行っていく。 

・ボランティアを行った園へアンケートやヒアリングを行い、ボランティア活動の活躍や評価をいただく。 

・クラス内での立ち位置や授業を受ける様子を把握することで生徒一人ひとりに合ったサポートを実施し、スク

ールカウンセラーと連携して退学防止に努めていく。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（５）学生支援 

① 課題 

・カウンセラーとの連携はできているが、近年対応が難しいケースが増えている。 

 

② 今後の改善方策 

・カウンセリングへの早期促し。 

・保護者へのカウンセリング促し。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ４ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 
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（６）教育環境 

① 課題 

・ボランティア参加者やインターンシップ実施者が少なかった。 

・避難訓練を同じ校舎の２階保育園と合同で開催予定だったが、園でコロナが蔓延したため別々で開催した。 

 

② 今後の改善方策 

・園や施設からボランティア依頼やインターンシップ受け入れ可能の連絡をいただいた場合は、生徒へ積極

的に案内する。 

・今年度は合同避難訓練を１１月に設定しており、教職員と生徒へ周知している。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

・自分自身の意思だけでは進路活動を進められない高校生が増加しているため、保護者への後押しが必要。 

 

② 今後の改善方策 

・保護者の方の参加を促す資料の一斉発送や駐車場代一律補助を実施中。 

・進路活動の早期化に対応できるような、中学生向けの学校説明を積極的に受け入れていく。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ３ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画

（2023年度～2027年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



7 

 

7 

 

（９）法令等の遵守 

① 課題 

・教職員全員が法令について知っていること、正しい理解をしていることが必要である。 

・多くの生徒、卒業生、入学予定者の情報を扱う学校として、全教職員が自覚と緊張感をもって業務に 

あたることが重要である。 

 

② 今後の改善方策 

・職員会議などで情報の取り扱いについて緊張感を高める喚起を行い、引き続き個人情報の取り扱いには 

十分に注意し、資料や情報が外部に漏れないよう徹底する。 

・教職員で勉強会を実施するなど、常に知識のアップデートを行う。 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

・コロナ禍における集客とイベント回数の確保 

 

② 今後の改善方策 

・コロナ前と同様に多くの方が来校できる機会を設け、地域ボランティアを開催する 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ３ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４ 


